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Purpose

データ活用の促進を通じて持続可能な未来をつくる

Vision

“Data-driven as Usual”

息を吸うようにデータが活用される社会をつくる
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創業来、２０期連続増収

ブレインパッドの歩み ～創業20周年を迎えました

プロダクトビジネス開始
「Rtoaster」誕生

13年7月  東証一部に市場変更

１3年8月  人材育成サービス開始

11年9月  東証マザーズ上場

04年3月創業～
アナリティクスビジネス開始

ソフトウェア代理販売、
SIビジネス開始

※ 棒グラフは売上高の推移

FY05/6 FY06/6 FY07/6 FY08/6 FY09/6 FY10/6 FY11/

6

FY12/6 FY13/6 FY14/6 FY15/6 FY16/6 FY17/6 FY18/6 FY19/6 FY20/6 FY21/6 FY22/6 FY23/6 FY24/6

20年11月

伊藤忠商事㈱と資本業務提携

20年7月

㈱電通クロスブレイン設立

22年5月

六本木に本社移転

22年2月  ㈱りそなホール

ディングスと資本業務提携

人材育成サービスの

受講者が累計7万人に

17年10月  一般社団法人

日本ディープラーニング協会設立に参画

22年4月

東証プライム市場に移行

データサイエンティストが

100名超に

13年5月  一般社団法人

データサイエンティスト協会

設立に参画

経営体制を刷新

新・中期経営計画を開始
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ブレインパッドの事業領域

◼ データにまつわる技術と専門性を駆使した2種類のサービスを組み合わせ、企業のデータ活用、DX課題の解決を支援しています

プロフェッショナルサービス事業 プロダクト事業

最適なデータ活用を設計し、経営に実装する

データ活用のさまざまなプロフェッショナルが、多様な視点からアナリティクスとエンジニア

リングのスキルを駆使して、その企業に最適なデータ活用を実装します

（データサイエンティスト200名以上、ビジネスコンサルタント50名以上、エンジニア100名以上在籍）

実用的なSaaSで、データ活用を日常化する

可視化や効率化、データによる意思決定を日々の業務に落とし込むために、

誰もが使いこなせる実用的なプロダクト群で、データ活用の日常化をサポートします
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当社の特徴： 『三位一体』の独自のビジネスモデルによる差別化

◼ データ/デジタル人材不足という課題解決のために、①専門人材による支援に加えて、スキル不足を補う②人材育成・教育と、

③SaaS（PD事業）を三位一体で提供することで、企業のデータ活用の民主化と内製化を強力に支援する

◼ 「内製化」に力点を置いた三位一体での価値提供という独自のビジネスモデルにて、大手DX支援企業との差別化を促進

顧客企業

データ関連技術スタック

ポテンシャル人材プール

データ活用の民主化と内製化の高速化
→ 技術と人材を“実用化”し、スムーズに市場に届ける

人のスキル不足を補う
実践的なソフトウェア

ポテンシャル人材の
発掘とリスキリング

業界随一のデータ専門集団によるビジネス適用

データドリブン経営

生産性向上

労働力確保

デジタル人材の内製化

分析技術

AI

データベース

セキュリティ、プライバシーテック

クラウド

新技術領域（Web3, DID, …）

地方人材

事務系/文系人材

学生

海外人材

企業のリスキリング対象者

需要サイド 供給サイド
① 分析/コンサルティング/SI

③ SaaS提供 ② 人材育成・教育

圧倒的な
人材不足
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エグゼクティブサマリ ～当期は売上二桁成長と2期連続過去益の同時達成を目指す

株主還元

2025年6月期
業績予想

（連結）

2024年6月期
実績

（連結）

売上高

10,561百万円

YoY +7.8% 

営業利益

1,349百万円

YoY +98.2%

EBITDAマージン

16.7%

YoY ＋５.7ｐｔ

売上高

11,800〜１２,０００百万円

YoY +11.7%〜+13.6% 

営業利益

1,400〜1,500百万円

YoY +3.8%〜+１１.２%

EBITDAマージン

15.1〜15.6%

YoY -1.6pt〜-1.1pt

配当

自己株式取得

配当方針： 成長に向けた投資とのバランスを取りつつ「安定的かつ継続的な配当」を実現

FY24期末配当 ： 1株あたり8円

FY２5期末配当予想 ： 1株あたり8円

FY24実績： 総額 約2億円

FY25予定： 市場環境や株価水準を見極めて検討

◼ 2024年6月期は、中期経営計画の柱である「構造改革」の1年目から利益体質への転換を達成し、過去最高益を達成しました

◼ 2025年6月期は、事業規模（＝売上高）の拡大に舵を切り、利益水準は据え置き、成長に向けて積極的な投資を実行します

• 成長に向けた投資： 販売促進のための広告宣伝費、人材採用費を中心に、昨対比＋2.5億円超の費用増を計画

20期
連続増収

過去
最高益
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FY24実績とFY25予想（売上高）

FY25は、一年を通じて販促・採用活動に投資、売上高の二桁成長を必達目標とする

【FY24実績】

◼ FY24-４Qの増収ペースがやや減速したのは、FY２４上期における販促投資や人材採用投資が抑制気味であったことが一因

【FY２５予想】

◼ FY24-4Ｑに積極的に実施した販促活動に続き、FY２５は一年を通じて、販促投資や人材採用投資をバランスよく行う計画

◼ これらの投資効果が期中に順次現れてくることを想定し、FY２５は、やや下期偏重の売上計画としている

+7.8％

+11.7％
～13.6％

+9.5％

+4.0％

+8.9％

+１5%前後の
成長を目指す

+１０%前後の
成長を目指す
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FY24実績とFY25予想（営業利益、EBITDA）

FY25は、利益水準を維持しながら、売上成長に資する投資を通年で実施予定

【FY24実績】

◼ FY24の営業利益が前期比約２倍となったのは、プロジェクト収支の改善と、FY23に発生していた一過性費用がなくなったことが主因

【FY25予想】

◼ FY25上期の営業利益が減益予想となるのは、FY２４上期と比べて、販促活動、人材の採用活動、M&A活動の費用として+約2億円の

費用増を計画しているため

+98.2％

△4.4％

+3.8％～
+11.2％
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売上規模別の顧客数 （単体）

売上規模
FY23単体
顧客数（社）

FY24単体
顧客数（社） 増減

1億円以上 16 25 9

5千万円以上～1億円未満 25 17 -8

1千万円以上～5千万円未満 103 100 -3

1千万円未満 263 251 -12

合計 407 393 -14

売上高の安定性を示す指標

売上高の補足：売上規模別の顧客数、長期継続顧客割合

年間売上高1億円超の大型顧客が９件増加、案件の長期大型化が利益回復の一因に

◼ FY24の累計売上高が１億円以上の顧客が、FY23の１６社から２５社へ増加 （+９社）

• 1億円以上の大型顧客の売上高が、売上高全体に占める割合は、 FY23の 49.5％ から、 FY24は 57.0％ に増加した

◼ １年以上取引が継続している顧客が、顧客数および売上金額ともに全体の８割強を占めている

顧客の大型化傾向を示す指標

※1年以上継続している顧客とは、
 4四半期以上（1年以上）連続で
 売上高のある取引先のこと
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（参考） FY２４より「マトリクス組織」へ移行し営業体制を抜本的に見直した

◼ これまでの技術領域・専門性重視の体制により引き続き専門性と技術力を拡充すると同時に、収益基盤の強化を目的とした

顧客接点とソリューションの強化を担う業界別組織を新たに組成し、総合力を活かした事業成長を目指す

お客さま ✕ 業界の共通課題

アナリティクス
コンサルティング

データエンジニアリング

トランスフォーメーション

XaaS（プロダクト）

コンシューマー

※ 主に消費者向けサービス業

エンタープライズ

※ 主に製造業、流通業

フィナンシャル

※ 金融業

技
術
領
域
・
採
用
市
場

業界別ソリューションとお客さまとの関係性の深化

先進技術の研究
と

採用・専門性の研鑽
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売上高の補足： マトリクス組織による営業体制の強化

業界別組織の立ち上げにより、FY24は金融業界向けのビジネス攻略が進捗

◼ 業界別のサービス開発や顧客攻略が進展した結果、特に金融業界は前期比 ＋11.2%の売上成長を実現

◼ りそなホールディングスとの資本業務提携から派生した地域金融機関向け支援事例の増加のほか、データ活用人材の内製化を

実現する人材育成・教育サービスが伸長

りそなホールディングスと協働で、地銀向けに事業展開
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プロフェッショナルサービス事業（PF事業）の進捗と評価
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FY24のPF事業の評価（1）

有償稼働率が着実に上昇し、セグメント利益率が適正な水準まで改善

◼ 当期のPF事業の最優先課題は、売上成長率の回復と、そのための有償稼働率の向上

◼ 有償稼働率は、3Qに社内の基準値にほぼ到達したが、4Qには再び若干低下し、売上高は期初計画をやや下回る

◼ セグメント利益率は、プロジェクト収支の管理方法の見直しなどの新たなマネジメント手法の定着と、有償稼働率の回復により、

当事業で適正とする40％前後まで改善

+9.5％

収益分解なし

+１5%前後の
成長を目指す

+24.0％
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FY24のPF事業の評価（2）

既存案件の大型化と有償稼働率の上昇が進み、人員減でも四半期ごとに売上伸長

◼ 3Qまでは、生成AI領域に関する小規模な商談により顧客数は増加傾向にあったが、4Qにて大型化が見込める商談に適正化

◼ 既存案件の大型化が進み、4Qは、1社あたりの売上高が急拡大

◼ 例年よりも退職者が増加傾向にある一方で、中途採用は厳選採用によりスローペースで推移していたが、当期4Qより、案件を率いる

リーダークラスを中心とした中途採用を再び加速中

生成AIの商談見極め
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PF事業のトピックス(1）

FY２４は『生成AIのビジネス活用』に向けたサービス開発と実例が進んだ一年

◼ FY23の後半より生成AIのビジネス化に着手し、各種サービスの開発と具体的な顧客事例が急速に進展した

2024.2.9 発表 2023.10.31 発表 2024.5.29 発表

2023.８.10 発表 2024.1.9 発表 2024.4.15 発表
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PF事業のトピックス(２）

伊藤忠商事との連携によるAI活用とサプライチェーン向けソリューション開発が進展

◼ 資本業務提携先の伊藤忠商事株式会社および同グループと、サプライチェーンDXを中心としたさまざまなAI活用ソリューションを開発

さまざまな事業領域で
AI活用を推進

「物流 2024年問題」に対応
したソリューションを開発

2024.7.19 発表2023.9.13 発表

2023.8.18 発表2023.5.12 発表
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PF事業のトピックス（3）

当社独自のデータ活用人材の育成・教育サービスで『内製化需要』を取り込む

2024.5.23 発表

◼ デジタル人材のうち特にデータ活用・AI活用人材の不足の解消は、今後も日本企業にとっての重要なテーマ

◼ 当社は10年以上に渡り、社内のノウハウをサービス化した独自のデータ分析やAI活用に関する人材育成・教育サービスを展開

◼ その需要は年々増しており、当社のサービス提供先は企業のみならず政府機関にまでそのビジネス領域を拡大している

2024.5.10 発表
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プロダクト事業（PD事業）の進捗と評価



©BrainPad Inc. 22

FY24のPD事業の評価（1）

M&Aによる増収効果は1Qにて一巡、コストの最適化が進み利益率が回復

◼ 当期のPD事業の重点課題は、ブレインパッド単体の利益率の向上と、連結子会社による売上成長

◼ 当期1Qにて株式会社TimeTechnologiesのM&Aによる売上高の押し上げ効果が一巡、ブレインパッド単体の売上高の伸び悩みにより

売上高は期初計画をやや下回る

◼ FY23に発生した一過性費用 （契約損失引当金、M&Aにかかる経営統合費用） 計164.7百万円がなくなったことや、構造改革の一環と

して、利益率が低下傾向にあったプロダクトの提供を終了するなどの対策を推進したことにより、利益率が大きく回復

+4.0％

+１０%前後の
成長を目指す

+73.3％
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FY24のPD事業の評価（2）

事業内で各種リソースを有効活用、「Ligla」 の連結効果が売上・利益両面で顕出

◼ 株式会社TimeTechnologiesの運営にあたり、当事業内の人員の再配置を行うことで従業員数を大幅に増やすことなく体制構築に成功

• 同社の営業利益は、のれん償却額、顧客関連資産償却額 (四半期あたり約50百万円） を上回り、連結決算に利益貢献

• 同社が開発・提供するLINE特化型MA 「Ligla（リグラ）」 の売上高・アカウント数も順調に増加中

◼ ブレインパッド単体のFY24-2Q以降の顧客数の減少は、利益率が低下傾向にあったプロダクトの提供を終了したことの影響あり

低利益プロダクトの

提供終了の影響有り
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（参考） M&Aによる成長実績： 株式会社TimeTechnologies

◼ 株式会社TimeTechnologiesは、 当社グループに参画後、営業体制や製品開発体制のグループ内連携を通じて、順調に

事業規模を拡大

◼ ブレインパッドの15年超にわたるSaaS開発・運用を通じて培った経験値やアセットを有効活用し、成長を促進

四半期売上高： ＋41％

アカウント数： ＋41％

売上高

アカウント数

（連結開始）

営業連携によるクロスセル

株式会社TimeTechnologiesの業績推移 グループ・シナジー創出の主な取り組み

製品開発・運用ノウハウの移転

その他の統合効果

• PD事業（「Rtoaster」を中心とするマーケティング領域）の
既存顧客に対するクロスセルの実行

• 「Rtoaster」顧客と共同でのネットワーキングイベントの実施

• 「Rtoaster」で培ったSaaS開発、運用ノウハウを転用

• 開発エンジニアのグループ内有効活用

• クラウドインフラの一元契約

• 広告/販促施策の共同実施（共同セミナー、展示会出展など）

• バックオフィス体制の本体集約

• オフィス（事務所）や業務システムの統合

直近12ヶ月の成長率
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◼ 主力製品「Rtoaster」のサービス開始から１７年が経過したため、FY24はその技術負債の解消によるコスト効率の改善に注力

したことに伴い、新機能のリリースを一時凍結したため、新規受注が停滞した

◼ FY25は、PD事業の再成長の柱として「Rtoaster」の新規開発を再開し、生成AIをはじめとする新技術を採用した新機能の

開発を推進中

SPA*1環境でのパーソナライズを強化する
新機能を発表

生成AIを用いてルール設定を
自動生成する「AIルールエディター」の

α版を提供開始

「Rtoaster insight+」の新機能、
生成AIを用いてクエリを自動生成する
「AIクエリアシスタント」α版を提供開始

（*1）シングルページアプリケーション（SPA）とは、単一のページでWebアプリケーション
を構成する設計構造のこと。SPAが実装されたWebページにおいては、ページ遷移を行わ
ずにコンテンツが切り替わるため、ユーザー体験（UX）の向上に繋がるとされている。

2024.6.6 発表 2024.8.1 発表2024.8.1 発表

PD事業のトピックス

PD事業の再成長に向けて、「Rtoaster」の機能開発を再始動
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人的資本経営の取り組み

「日本一の人材輩出企業」を目指して 〜 当社の人事施策が外部より高い評価を獲得

本ニュースリリースは、https://www.brainpad.co.jp/news/news に掲載

◼ 「日本一の人材輩出企業」をスローガンに掲げスタートした新たな人事戦略「Synapse」とその推進活動が各種アワードに入賞

2024.7.19 発表

2024.6.11 発表
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今後も、IRTVを通じてさまざまな情報を配信予定です

今期（FY25）の経営方針と業績予想の解説は、別の配信動画にて詳しく解説いたします。

ぜひご覧ください。

引き続き、ブレインパッドの成長を目指した動きにご注目ください。



本資料に記載されている戦略や計画、見通しなどは、過去の事実を除いて予測であり、現時点において入手可能な情報に依拠し

判断された一定の前提条件に基づいております。従って、実際の業績等は今後の様々な要因によって、これら見通しとは乖離する

場合があることを、ご承知おきください。また、グラフ内の数値は端数処理により総和が短信等で開示している合計額と一致しな

い場合があります。

本資料における情報は、本資料が作成された時点のものです。将来発生する事象などにより内容に変更が生じた場合も、当社が

更新や変更の義務を負うものではありません。また、本資料に記載された会社名・商品名・ロゴは、それぞれ各社の商標または登録

商標です。

㈱ブレインパッド

〒106-0032 東京都港区六本木三丁目1番1号 六本木ティーキューブ

TEL：03-6721-7701（IR直通） FAX：03-6721-7010

www.brainpad.co.jp ir@brainpad.co.jp
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